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PHt4型 電 力 線 搬 送 電 話 装 置

工 藤 東*

Type PH-Power Line Carrier System

By YasushiKud6

Totsuka Works,Hjtachi,Ltd.

Abstract

Being remodelled on the two predecessor types,PH-1and PH-2,theType PH-4

Power Line Carrier Telephone Systemis designedin the singlesideband transmis-

sionsystemandintendedforelectricloaddispatcher use.It has number of features

which may be summarized as follows:

(1)Economyis excercisedinregard to thefrequencybandinuse,byemploying

thesingle-Sideband transmissionsystem･Atthe same time,the problem

of unsynchronlZlngOf thecarrierisglVenSOlutionby uslng thesub-Carrier

as pilot current as wellas for demodulation.

1(2)Thewholesystemismountedonasmallpanel,discardingconventionalboth

side mounting method･Accordingly,the maintenance andinspectionis

efEectedsolelyfromthefront,andthe panelis allowedto be placed with

itsrearside closely attachedtowallof the roomwhereinitisinstalled,tO

an obvious advantagein the丑00r SpaCeutilization･

･(3)The unitis made morecompact than everby theadoptionofcompandor･

Besides,Slgnal-tO-nOise ratioisimproved･

(4)The overa11adoptionofminiaturetubes,metallizedpapercapacitors,mOld

typeresistors,etC･,has resultedinmarked reductioninparts size･

･(5)OnetransmissionsystemcancoveruptolOterminals,andanytwoterminals

ofthemarecapableofexchanglngrlnglng,COmmunications,Cut-incommnica-

tions,Simultaneous ordering,etC･,by twoqfrequency-duplex-Simultaneousq

reception･and-tranSmission system･

･′(6)Thecall-byESpeakersystemisusedforringing･Bythismethodandproviding

anautomaticgalnCOntrOldeviceandspecialrelay
device,nOdist11rbanceis

causedinringlngandcommunicationevenwhennoiseorlinelossisincreased･

〔Ⅰ〕稗 ■富

電力送電線が強固にしてかつ安価な通信伝送路を提供

することは,すでに論をまたないところであり,その故

に今日盛んに電力線搬送電

周東口である｡

∴

置が嘗用されているのも

その電力線搬送電話装置には,これを運関する面か

(i)主幹線閃電力線搬送電話装置
*
日立製作所戸塚工場

(ji)簡易型電力線搬送電話装置

(iii)給電指令用電力線搬送電話装置

(iv)保線用電力線搬送電話装置

の4程があることも,先に本誌に紹介してある(1)ので,

今こゝに再びこれらについて説明する煩は避けたい｡

さて,上記4種の内,給電指令用というのは,日立製

作所においてPHなる型名を冠して製作しており,すで

にPH-1型,PII-2塑を完成して,辛いに納入先各位より

御好評を頂いているのであるが,この度,新らたにPH-

4型を完成することができたので,こゝに紹介したい｡
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〔ⅠⅠ〕PⅡ-4型電力線椒送電話装置の概要

給電指令用電力線搬送電話装置ほ,他の装置がいずれ

も原則として二端局が対向して用いられるのに対して,

同一系統に数端局を加入させ相互に通話を行うものであ

って,電力線搬送電話として高度の技術を要するもので

あるが,使用法が簡便で種々の特長を右する｡

日立製作所においてほ,先にPH→1型を製作し,従前

の類似方式のものが持っていた欠点を一掃して二周波転

換方式が広く用いられる機運を拓き,さらに装置の小型

化を企図してPH-2塾を完成し,その大きさをPH-1型

の約1/2とすることができた｡

β.C
､

第1図

Fig.1.

第36巻 第12号

しかしながら,これらの装置はいずれも構造の簡単,

取扱保守の容易などの理由から,搬送波送出両側帯波伝

送方式(BSB方式)を採ったのであるが,近時電力線搬

送電話の利用度が増大し,周波数帯戦がようやく不足を･

告げて来たので,占有周波数帯域の狭い片側帯波伝送方

式(SSB方式)のものに対する需要が高まって来た｡

PH-4型ほ,かゝる要求に応えて製作されたもので,

片側帯波伝送方式を採用し,かつ過去の経験と研究に基-

ずいて回路上ならびに構造上に斬新な設計を行い,小型_

簡便な装置になっている｡

PH-4型の特長を要約すればつぎの通りである｡

(1)片側帯波伝送方式を
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Fig.3.Transmission and Reception Apparatus

Of the PH-4Carrjer System

第4図 プ ラ グ イ ン ノ＼ ネ ル

Fig.4.Plug-in Panelof the PH-4

Carrier System

片側帯波伝送方式を採用して,使用周波数帯域の節約

と通話の質の改善を図った｡また搬送波同期はずれの問

題をなくするため,副職送波を監視電流とし復調にも用

いるようにした｡

(2)装置を小型化した｡

装置を極力小型にするためつぎの点を改良した｡

(a)従来のパネル両面実装方式を改めて,第4図に

京すような小型パネルに 装し,空間を最大限に利

用した｡なおこのパネルはプラグイン方式であるの

で,内部の点検,保守にきわめて便利であるばかり

でなく,すべての点検,保守が前面より行えるので

装置裏面を壁面に密着して設置することができ,床

面積の利用率が著しく向上する｡

話 装 置 1807

第5図

Fig.5.

-

電 源 盤 内 部

Interior of Power Source Unit of the

PH-4Carrier System

(b)真空管ほ整流管,送信管を除いてはすべて通信

相MT管(19M-R9およぴ19R-Pll)を使用した｡

(c)真空管の数ほ極力少くすることに努め電源整流

器,変 器などには全面的に金 整流器を用いた｡

(d)部品についてはMPコンデンサおよびモ←ルド

型抵抗を採用した｡

(3)圧仲器(Compandor)を採用した｡

片側帯波伝送方式を採ると頂波器に対する要求が箭暫

になるので,これを 和するため圧仲器(Compandor)

を使用して,信号対雑音比を向上せしめかつ装置を小型

にした(2)｡

〔ⅠⅠⅠ〕PⅡ-4型電力線槻送電諸装置の定格

および性能

(り 用 途

木装置は,使用澱送電流の周波数において線路損失60

db以下の送電線を伝送路として,一線および大地帰路,

または二緑金属回路をもって,搬送電話一通話路を構成

する｡通話は二周波転換同時送受諸方式で一系

端局が加入し,いずれの端局からも任意の端局を呼び出

すことができる｡その他,拡声音酎こよる一斉指令の伝達,

他の磁石式交換

である(3)｡

への接続,割込通話,聴話などが可髄

(2)回線構成ならびに構成機器

本装置ほ第l図の回線構成の一例に示すように指令電

話機,送受信架,繰端架よりなり,これらを適当に用い

ることによって給電指令電 回線を構成する｡
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第6図 PH-4型電力線搬送電話装置略回路図およびレづルダイアグラ ム

Fig.6.Schematic Circuit Diagram and LevelDiagram of the PH-4Power Line Carrier

Telephone System
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第7図

Fig.7.

信】

尿 波 数

Frequency Allocation

指令電話機は第2図の写真および実

送受話器,各種電

図に示すように

,スイヅチ,拡声器および表示灯を

備え,これらにより信号,通話,一斉指令の伝ラ

他の磁石式電話機への交換を行う｡

受信,

､､

､

､
､● ､●

減 数 〝

配 置 図

Diagram of the PH-4Carrier System

り距る場合,程合電話 の近くに設置され,送受信架と

の間を四練式の電話線で接続し,四株式終端増幅器とL

て使用される｡.

送受信架は,第3図の写真および実装回に示すよう

に,送受信部,試験部および電源部よりなり,通信機械

室または配電盤重などに設置され送信および受信を行

繰端架ほ,指令電話樟の設置される場所が送受信架よ

(3)性

許容線路損失

罷

端 局 間‖…..

任用周波数にて標 40db,最大60db

端局練端架間….音声周波数iこて10db以下,

線路直流抵抗800n以下
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Fig.8.

自 動 利 得 調■
■整
特 性

Curve Showing the Effect of Auto･

matic Gain ControIDevice of the

Receiving Circuit

伝 送 方 式

端 局 間‥‥‥‥‥….片側帯波伝送方式

端局線端架間…………‥音声周波伝送方式

通 話 方 式………………同時送受諸方式

信 号 方 式……‥周波数選別拡声器呼出方式

通 話 帯 域………………‥300～2,100へノ

通 話 当 量

標準状態において1,000〔u Odbの送り込みに対し

-8db±1db

自動利得調整

標準入力レベル±20dbの変動に対し圧縮率

15%以下

対向損失偏差……‥通話帯域に対し3db以内

漏話減衰量………………….50db以上

(たゞし異種塾周波数配置系列のものに対しては

線路損失30db以上を与えるとき,漏話減磨量

50db以上)
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信号対雑音比………………….50db以上

非直線性および歪減衰量

送信側Odb±6dbの送り込みに対し,受信側に

おいても -8db±6dbの間直線性を有し,かつ

その状態において歪減衰量25db以上

搬送波出力

通 話 成 分………………….+40db

不要周波成分…………….‥-40db以下

インピーダンス

送 電 線 側….使用周波数にて75Q±20%

副搬送周波以下の回路…………600Q±20%

鳴昔安定度

二線式側600Q±200見終端で鳴音安定度
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(4)指 ■ご､ t-トt
■下 司∃, 話磯

大 き さ

幅270mmx奥行300mmx高さ228mm

実 装 機 器

4号電話機および送受話器………･･…‥1組

4 吋拡 声 器.‥

選別呼出釦‥.‥….‥

‥.1

‥10

割込通話用周波数転換釦………………‥1

聴 話 電 鍵………………………･1

磁石式電話機委換電鍵…………………･1

拡声器音量調整器……………………‥1

表示灯(緑)……･t……t…･･‥1

話中表示灯(赤)……………･=…･1

主 要 回 路(第11図に示す)

(5)送 受 信 架

大 き さ

幅520mmx奥行300mmx高さ2,750mm′ま

たは2,300mm)

種類および号別(第1表参照)

実 装 機 器

送信増幅器盤

主変復調器盤

受信増幅器盤

副変復調器盤

終端増幅器盤

信 号 器 盤

試 験 盤

測 定 器 盤

電 源 盤

保 安 器 盤

拡 声 器 盤

測 定 装 置(下記測定装置を右する)

送信増幅器盤

150mA電流計(送信管陽極電流測定用)…･3

試 験 盤

1A高周波電流計(出力測定用)…………1

直流電圧電流計(150V,-150V,-75V･

75mA,15mAに切換え可能)………･1

電 源 盤

300V交流電圧計(電源電圧測定用)……‥1

1,500V直流電圧計(送信管陽極電圧測定用)1

測 定 器 盛

レベル計 測定範囲……‥一30db～+30db

インピーダンス

600日(0.3～30kc)

75凸(50.0-450kc)
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第1表 型式,種質,告別および被呼信号周波数表

Tablel.Table Showing Type,Form and

Number of the Apparatus of the

PH-4Carrier System

試験発振器

0.3～3.Okcの範囲で10周波を発振する｡

警 報 装 置

ヒューズ断および送信管バイアス電圧降下の際ベ

ル警報を発する｡

主 要 回 路(第12図および第13図に示す)

(`)線 端 架

大 き さ

幅520mmx奥行300mmx高さ570mm
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実 装 器

終端増幅器盤

信 号 器 盤

電 源 盤

測 定 装

終端増幅器盤

直流電圧電流計(150V,-150V,一75V･

75mA,15mAに切換え可能)…･‥‥‥1

レベル計r8db-+3db(0･3～3kc)･,…･1

電 源 盤

300V交流電圧計(電源電圧測定用)……‥1

主 要 回 路(貫目図に示す)

〔1V〕給電指令用装置における-,ニの

問題と今後の動向

給電指令用装置の第一の特色ほ二周波転換方式をとる

ことであって,周波数切換装置を有するという点で他の

装置と根本的に異なっている｡

今その周波数切換装置を分類してみるとつぎのように

なろう｡

(1)=発振器型

これは高低二周波を発振する2箇の発振器を備えてい

るもので,PH-1型およぴPH-4型はこの方式に属す

る｡掛こPH-1型では,各発振器は送信専用受 専用に

用いられているので,周波数転換を行う場合には,両方

の発振器の発振周波数を切り換える心安があり,水晶発

振子は都合4箇を備えている｡これに反して,PH-4型

では,各発振器の発振周波数は固定されており,これら

の発振器をそれぞれ送信用,受信用に切換えて使用する

ので,7lく晶発振子の数は2箇ですむ｡

この方式では,周波数配置に無関係に 順一日田 波の周波

数を自由に選ぶことができ,たとえば,他通話路の出力

が影像周波数とならないように適当な副搬送波を選んで

濾波器の規格を緩和することも可能である｡

(2)一発振器型

剤搬送波周波数を適当に選ぶと発振器の数を1筐けこす

ることができる｡すなわち,送信側副搬送波周波数と受

信側割搬送波周波数との和または差を二周波の差(現在

行われている周波数配置では,これは10kcまたは20kc

である)に等しくすることにより,1箇の発振器の発探聞

波数のみを切り換えることによって,二周波切換えを行

うことができる｡PH-2塾はこの力式に属し,送信側副搬

波周波数を0とした特別な場合(すなわち,送信側は副

搬送波周波変調を行わず,接直変 する)に相当する｡

掛こ,送信側副搬送波周波数と受信副搬送波周波数を

等しくすると発振器はその発振周波数を切換える必要も

なくなり,切換方式の上から最も簡単なものとなる｡し

たがって装置ほ非亨削こ簡単になるが,自局の送信出力が▲

そのまゝ受信影像周波数となるので,これを取り除くた

めにほ71く晶濾波器を使用せねばならない｡一つの周波数

の上側帯波と下側帯波とをそれぞれ送信および受信に佐

川するものほ,この方式に属し,装置が非常に簡単であ

り,かつ使用周波数帯域が普通のSSB方式のものに比

べて実質上1/2に滅少する｡日立製作所においては,す

でにこの方式の装置の製作も着々進めており,その完成

も近い｡

〔Ⅴ〕結 盲

以上,PH-4型電力線搬送電話装置の大要を紹介し,あ

わせて給電指令用装置の今後の動向について一言した｡

日立製作所においては,ますます発展して行く搬送装

置に対し,性能の向上,保守取扱の容易化装置の小型

化の研究を る､し,てけ 晶の一層の向上のために,大

方の御叱正,御鞭撞を頂ければ幸いである｡
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